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Life-time Learning for Nurses (part 2 ) 

Nursing in the 21" Century Calls for an Improvement of Practicing Ability 

Masako NISHIMURA Hiromi TAKII* Sadako YUFUNE* 

Department of Maternal and child Health Nursing, Gifu University of Medicine 

*Kobe Tokiwa college 

The nurses were asked to write about how they think about the "life-time learning as a specialist" in our previous report, and 

the substance of their replies was analyzed by the KJ method. The nurses in the positive group wanted to become a specialist 

nurse or cirtified nurse and to raise their levels of practicing nurse science. Many of them wanted to study widely resulting in the 

acquisition of personal appeal. 

The nurses in the non-positive group wanted to continue learning, but had no time to spare because of the household chores 

and child care. 

Not only for the positive group but also for the nonpositive group, therefore, it is necessary to develop the talent with consid- 

ering the individuality and to make up the system where all nurses can work positively. 

Key words: life-time learning for nurses, improvement in practicing ability, specialist nurse. 
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の中から飛び出し，他の事を学び，人間的魅力を身につ  

けたいと考えていた。また，看護の専門性を追求するた  

めに認定看護師を目指し新しい知識を吸収したいと考え  

ている人も多くいた。看護師として学ぶだけでなく人と  

して一生学んでいきたいと考えている人も多い。また，  

具体的に救急で専門看護師の資格を得たい，大学院で学  

びたい，語学の勉強をし視野を広めたい，芸術の経験を  

豊かにしたい等，積極的な意見が多かった（図1）。  

4．幅広い人材を活用し，新しい知識を吸収しよう。   

専門分野だけに止まらず柔軟性をもって吸収し，先輩  

や後輩から看護やそれ以外に得られることを自分自身の  

ペースで学んでいきたい。看護職者の多くは幅広い知識  

や実戦力を身につけ，専門職者としてのレベルアップを  

望んでいるが，仕事や家庭を支えることで時間や心のゆ  

とりがないと考えている人も多い（図1）。  

＜非積極群＞  

1．大学で学びたいが障害が多い。   

大学編入・通信制大学・放送大学等で学び学士を取得  

したいが，家庭や子供の事で時間的ゆとりがない者が多  

数いる。また，それらを受講中であるが思うように進ま  

ないという人が多い。また病院で指導的立場になり，知  

識を深める必要が出てきているのに対応ができないのが  

現状である。現状の勤務状況では大学へ入りたくても入   

働きながら学んでいきたいと考えていた。病院で働くた  

めにはどこへ配置転換になっても自信をもち仕事ができ  

るように技術を身につけたいと考えていた。また，自分  

が興味ある分野で力をつけ，患者の喜びを身近で感じ，  

臨床看護を通して頑張りたいと考えている人も多くい  

た。教育機関で学習した学問を実践していくには長い経  

験が必要であり，実践は貴重な財産であると考えている  

人も多数いた。そして，専門看護師を目指したい人やそ  

の免許はもたなくても，専門職者として時代を先取りし  

たい，質的向上を目指したいと考えている人も多い。ま  

た，カウンセリングについて勉強したい人もいた。そし  

て看護職者は学会や研修会に参加し学習を継続していく  

必要性を理解していた（図1）。  

2．学習環境を整えて積極的に学ぼう。   

臨床の与えられた環境の中で自分らしく考え，精一杯  

生きていくことが大切であり，通信制の大学で働きなが  

ら学位を取得している看護職者が増加している。また，  

看護職者の中には状況が許すなら学生の教育などに関  

わっていきたいと考えている者も多数いる。また，どん  

なことにも積極的に学んでいく姿勢を十分に自覚し，学  

習することで新しい発見があるという意見も多かった  

（図1）。  

3．前向きに興味をもち学ぶことの喜びを味わう。   

多くの看護職者の中には看護という狭い限られた空間  

幅広く人材をう舌用し．  
新しい知識を・職叫文しよう  

実践看護学の専門を  
1きらにレベルアップしよう  

†可夢にも興】珠を・もち  
学ぶことの喜びを味う  

常に自分を見つめ  
楽しく芋習を騒けたい  人間的な噂を広ける  臨床℡総て力をつけにい  

書誌定顎…経絡を臼指し   
てし＼る。  

ヰ何かUとつ専門を深   

められrこ5と宕う。  
＊ホスピスの専門顎講   

師になりたしヽ。  
＊CNSになりにしヽ．  

■人間的にも深みのあ   
る顎講師をめざしに   
い．  

■顎譲の専門杜絶なと   
を傷入して字ぷ。  
書督津とは何だううか   
穫ま空してみにい。  

■督護とし＼う撰し1空間   

わ、ら飛び出し他の夢   

を字びたしヽ。  
＊何か顎護以外のこと   

を深佼）たしヽ。  

■看護たけてなくもつと   
瞳広しヽ粗害毒をもって   
人間的魅力をつくる  
■専門科目にけてなく   
人間としての学習も   
必要てある。  
■興味あることにアン   
テナを伸ばしてしヽき  
Jこし＼．  

■頓護の専門的なこと   
たけてなく．興時の   
あることを深めて人   
間†引こ幅をつくる．  

●専門分野だけにとと   

まらず多くのことを   
吸収してし1≡Jこし1。  

＊生活に支障のなしヽ範囲   

て楽し∂ナながら学習し   
rこし1．  

＊常に自分を見つの直す   

隆芸をもてるようにす   
る。  
■良しヽ領主憂を提供するJこ   

めには生涯学習わく必要   
てある，  

＊生きてしヽることは日々   

字習にと思う。  
＊自分にしわ、出来なし1こ   

とを身につけ7こし1。  

＊平均的レベルの知撞は   

もつように努力してし1   

る。  

＊とこへ配置がえがあつ   

ても看重畳職者として   
中ってし1ける自信を身   

につけJこしヽ。  

♯悪者の喜びを適して力   
をつける。  
＊自分が興味ある分野て   

勉強をすすめたし㌔  

＊救急外事斗て自分を試し．   

何重敏 枝術の習得にの   
ぞみにし1。  

■日々の生活．仕事の中   

て学びを深める。  

■顎建することにより．   

自分の字欝憲欲を高め   
る。  
＊塩床て働きながら字ん   

てしヽきたしヽ。  

専門障を吉ちに  
レベルアップしていきにい  

■専門隠として時代を先   
取りして学んてしヽ吉た   
し＼．  

■将来専門顎邑嚢師になり、   

悪者と専門的な闇1つり   

をもちJこし1．  

＊カウンセt」ンクにつしヽ   

て延強しrこし1。  

＊専門職てある以上．常   

に学習し向上してし1く   

必要がある。  
■専門顎繕詞を目指した   
し＼．  

■リーク一研愕を過して   
講師から刺激を受けた。  

鮮践的宇曽が必要てある  

＊仕事を続ける以上．最   
低限度の字習が必要て   
ある。  
●計画的に宇習してし1る   

ことが採濁てある。  
■仕事に対して手引こ学習   
し、萄雄てきるように   

なりたしヽ。  

■掌会・研修に参加して   
襟絨学習の必要性がわ   
かつ†こ．  

事今の自分に足りなし1こ   

とをモ≡ナ一に参加し   
て自分のものにしてし1   

く。  

学習環境を！襲え●こ  

積極的に学ばう  

℡鵬を胃癌する  
歓待の探究がしたしヽ  

●状況が療すな5．顎 】幾師の教育・琶成に  つしヽて探究したしヽ。  
■自分から積極的に学   
んてしヽく姿勢を忘れ   
なしヽ．  

●顎星章も日進月歩して   

し1る．  

■学習することて析し   
し1発見がある．  

曝広い人憫を活用し  
マイペースて学んていく  

■与えられた環場の中   
て自分なりに考え．   

精一杯生きてし＼くこ   

とが大切てある。  

●通信軟膏て大字を卒   
業し．良しヽ仲間に出   

会え1多くの人から   
字ぶことがてきた。  
■自分が学びたしヽと   
思った時に学ぶこと   
がてきる帝墳があれ   
は月し1．  

●学習環境を整えて字   
習を続ける。  

研究会中辛芸に参加して  
臨床へ取り入れてしヽく  曹屋賽職者の自己啓発  

■先駆 後ギから得ら   
れることを自分の字   
びとしたい一  
＊自分のベースて進ん   

てし1きにしヽ。   

●専門筍凛師になりにし＼。●時間の許す隋り関心あ  
＊仕訊こ対して舜晴をも  る研究や班演に参加す   

ち．まに多くの人とほ  る。   
して．しヽうしヽろ学びJこ ♯学会参加て情報を知り・   

し1．  職場に取り入れていく．  

指導的立場lこなり．  

己らに字官が必霹てある  大学卒篠の学位を  
取得しJこいにい  

自己啓発が必霹てある  

■年をとり．指導的立場になり   
もつと学習する必要性がある。  
■繚餅年挽こ合つに昏任が果たせ   
人間的にも成長てきるよう日々   
学んてし＼きたし＼．  

＊命を預かる仕事として生涯学習  
は必要不可欠てある。  

●自己啓発が必要てある．  
■個人て自己琴警し，㌍力して   
しヽく必要がある。  

積極群  図121世紀の看護は専門職者の質的向上  
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現状の仕事や家庭を支えることぞ時間や心のゆとりがない  

家庭を支えることぞ精一杯てある  大学等て学びたいが障害が多し1  時間的宗指が欲しし1  

＊号は家庭を支えることて   

精一杯てある。  

＊家庭をもてば学習する時   

間はなし＼。   

＊医療に携わってし1く以上．   

学習は必要たと思うが．   

家庭環境に左石されそう   

てある。   

＊家庭と仕事の両立は恵ま   

れた環境が必要てある。  

＊女一性は家庭をもつと必ず   

自己実現をあき5めざる   

を得なくなる。   

＊時間的な余裕がなくジレ   

ンマを感じる。   

＊育児との両立が度しし㌔  

＊子育てが一段落した5．   

自分の学習に取り絹めた   

らよしヽと思う。  

＊時間一項所・制服がある   

中‾こ 学習を継続するの   

は難しし＼。  

＊結婚して子供がてき用ま．   

何を優先すればよいのか   

考える。  

＊今は家庭を支えることて   

精欄杯。本当にしたしヽこ   

とをゆつくり考えうれず   

にし1る。  

＊多くのことを学びたし1。   

しかし結婚し子供がてき   

ると河を優先するか考え   

る。  

＊時間的余裕が欲ししヽ。  

＊働きながらの学習は難し   

い。  

＊鍵親しなしヽとしヽりなしヽと   

思うばかりて実行てきな   

し＼。   

＊日々の業務に流されてしヽ   

る。   

＊時間と気力がない。   

＊子供のこと．年齢のこと   

を考ぇると大字教享琴を受   

けるのは難ししヽ。   

＊家庭と仕事・学習の両立   

となると恵まれ7こ環境て   

なしヽとてきない。  

＊生活に支障のなしヽ程度て   

学習をする。  

＊学習がしたし1。しかし環   

境が許ぎなしヽ。  

＊大字編入、放送大字ての   

勉蔑は不可能なのて研   

修・学会へ参加。  

＊放送大字なとの資料は取   

り寄世たが実際に受講は   

てきてし1なし1。  

＊大字の資料は取り寄せた   

が．実際には受講てきて   

し1なし＼。   

＊指導的立場になり．知識   

を深める必要がててくる   

のに対応てきなしヽのが項   

状てある。  

＊家庭をもつと24時全て   

を自分の時間として使え   

なし1。   

＊生活に追われてし1ると意   

欲がわし1てこなし＼。  

＊2人の子育ての車中て．   

自分の時間がとれなし㌔  

＊仕事をしながち芽庭をも   

つと．さうに学習てきる   

時間はなし1。  

琴通信制の大字て学びにし1  が障害が多し1。  
＊写の晦床て字んてし1るこ   

とて時間的にし1つばし1て   

ある。  

＊現状の勤務ては大字へ入   

りたくても入れなし1。  

＊学びたし1気持ちはある．   

しかし仕事の比婆が多い。   
生活のゆとりがなし1。  

＊生涯学習に横棒的になれ   

てし1なしヽ自■分がある。  

＊字こ好こくても仕事の都合   

てあきら♂）ることも多しヽ。  

大学数育を受けるのは無理てある  

＊大字や大学院を卒業し石二   

からとし＼って咤席題謂の   

中て粥確にてきるかとう   

かは見開てある。  

＊今は進学のことを考えた   

ことはなし1。  

＊年齢的にも大学数育を受   

けるのは無理てある。  

＊生涯学習とは大字に人ら   

なければしヽけなし＼のか？  

＊学位・資格をとる辛が生   

涯学習のすべててはなしヽ。  

＊何があっても大字へ行き   

7こし1とは思わなし＼。  

＊大字への進学は難しし＼。  

＊生涯学習を・意識して生活   

することは困難てある。  

＊単に葛孟蔓の学習をしたり．   

大字へ行くことが生涯学   

習てはなし1。  

＊現在，海床て働きながら   

博士課程て研究中。しか   

し，看護に対する研究て   

はし1。看諸に興味がなく  

なった。  

＊一般教キのなさを感じた。  

＊やりたし1人がやればよし1。  

非積極群  図2 時間的余裕や心のゆとりがない  

れないのが現実である。また，多くの仲間は幅広く，個  

人にあった趣味や学習を熱心に取り組んでいるが，自分  

は積極的になれない，という戸惑いの声もある（図2）。  

2．家庭を支えることで精一杯である。   

家庭をもつと家事に追われて24時間全てを自分の時間  

として使えない。生活に追われていると意欲がわいてこ  

ない等，家庭と仕事の両立の難しさがある。また，子育  

ての最中の人が多く，時間的余裕がないと多くの人が訴  

えていた（図2）。  

3．時間的余裕が欲しい   

看護職者は専門職についての学習や私事で，短時間で  

も自分の時間をもち，多くのことを学びたいと考えてい  

る人が多い。しかし，家庭をもち，育児と仕事の両立は  

恵まれた環境が必要であるため，今は家庭を支えること  

で精一杯である。子育てが一段落したら自分の仕事に取  

り組めたら良いと考えている人も多かった（図2）。  

4．大学教育を受けるのは無理である。   

大学へ行きたいとは思わない，そして年齢的にも大学  

教育を受け単位を取得するのは無理であると考えている  

人も多い。また，学位や資格をとる事が生涯学習の全て  

ではないと考えている者も多い。そして，大学や大学院  

を卒業すれば臨床看護の中で的確にできるかどうか疑問  

であると感じている人もいる。現在，臨床で働きながら  

博士課程で研究中の人がいた。しかし看護に対する研究  

ではなかった。そして看護に村する興味が無くなった，  

という寂しい意見もあった（図2）。  

考  察  

臨床で働く看護職者の率直な意見を聞くことができ  

た。多くの看護職者は医学・医療の発展とともに常に前  

向きに学習に取り組んでいることが分かった。自分の興  

味ある分野で力をつけ患者の喜びを肌で感じ，臨床看護  

を通して仕事に取り組みたいと考えている者は現在の職  

務に対して満足して働いているためであろう。CaroIE  

Flecberも述べているように実践することに喜びを感じ，  

その仕事を楽しんでいると表現している2）。仕事を継続  

するには前向きに行うことが必要である。筆者の調査に  

よると仕事に対する満足感は20歳代より30歳代の方が有  

意に満足して働いていた3）4）。仕事を継続するには，人的，  

物的すべてに対して満足感が得られるように働くことが  

患者にとっても意義あることである。臨床看護を継続し，  

常にレベルアップを心がけることは大変重要なことであ  

る。仕事に対してマンネリ化せず常に前向きに進んでい  

くことにより患者からも良い評価を受ける。近年，働き  

ながら大学や大学院へ入学している人が多くなった。学  

習しやすいように大学側が門を拡大している所もある。  

これらを利用して積極的に学んでいくのも良い方法では  

ないかと考える。平成4年に文部省から出された報告書  

「リフレッシュ教育推進のために」で始めて提言された  

ことばである。「リフレッシュ教育とは社会人，職業人  

が新たな知識，技術をリフレッシュするため，高等教育  

機関（大学院，大学，短期大学，高等専門学校）におい  

て行う教育」と定義されリフレッシュ教育は生涯学習の   
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らず集団で処理することで了解を得た。  
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一分野である，と朝倉は述べている5）   

仕事を継続しながら専門をレベルアップするために学  

習を継続する気持ちはあるが，家事が中心になり時間的  

余裕がなく学習に力を注ぐことが出来ないという意見が  

ある。年齢的にも大学教育を受けるのは無理であると諦  

めている人もいる。また，大学・大学院教育だけが看護  

のレベルアップに繋がらないと考えている人も多い，仕  

事に村して満足せず働いている人も少なからずいる。現  

在，臨床で働きながら大学院の博士課程で学んでいる人  

で，学習は継続しているが，看護の研究ではない。看護  

に村する興味はなくなったという，寂しい意見があった。  

看護管理者は意欲のある人材を充分に早期から把握する  

必要がある。   

看護管理者は人材育成を考える時，多くの人の中から  

どのように個人のカヤニーズを引き出せているのであろ  

うか。病院において，将来を見越した適切な人材育成と  

その選択方法について検討することが必要である。筆者  

の過去の調査において病院管理の基本は看護職者が前向  

きに研究活動が出来るように組織として体系化していか  

なければならないことを示した6）。看護管理者は院内教  

育を考える時，個人の問題意識を大切にし学習者側がニ  

ーズを見出し，学習が優先されるように環境を整えてい  

くことが不可欠である7）。と本田は述べている。ハッチ  

ンズは「すべての成人男女に対して生涯生活のあらゆる  

段階でパートタイムの成人教育を提供するのに加えて学  

ぶこと，人間らしくなることがその社会の目標となって  

おり，あらゆる期間がこうした目的に向かうような方向  

へ価値観の転換に成功した社会になるであろう。」と述  

べている8）。誰もが仕事を継続する以上希望をもち働き  

たいと願っている。しかしその希望が絶たれた時，目標  

の方向は異なってくるのではないか。看護管理者は，人  

材育成について，多くの人が満足できるように個別性を  

考え，きめ細かく検討する必要がある。  

結  

1．臨床で働く看護職者は実践看護能力をさらにレベル  

アップし，専門看護師や認定者護師の資格を得て専  

門性をさらに追求したいと考えている。  

2．看護以外にも幅広く興味をもち学習し，人間性を豊  

かにしたい。  

3．専門職に対する学習は継続したいが，家庭を支える  

ことで時間的な余裕がない人も多い。  

4．看護管理者はきめ細かく個別性を考えた人材育成を  

検討し，全員が前向きに仕事に取り組むことが出来  

るよう考える必要がある。  
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